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（公社）土木学会 建設マネジメント委員会

建設ケースメソッド普及小委員会

建設ケースメソッドの普及実態等に関するアンケート調査

（報告書）



この報告書は、公益社団法人土木学会・建設マネジメント委員会・建設ケースメソッド普及小
委員会が2021年度に実施した「建設ケースメソッドの普及実態等に関するアンケート調査」の
結果を取りまとめたものです。

集計にあたり、回答者の所属機関を次のように分類しています。（各機関は必ずしも発注者/受
注者の側面ばかりではありませんが便宜上このような表現としています）
発注者：国、地方公共団体、その他発注者（高速道路会社、独立行政法人等）
受注者：施工会社、コンサルタント

設問のうち、問１～問10は、回答者の所属組織の状況、問11～問15は回答者自身の意見を答え
ていただきました。

報告書では組織、回答者が分からないように自由記述回答の一部は伏字としています。



調査の概要

調査目的：建設ケースメソッドのさらなる普及とより効果的な活用策の検討のため、各機関で
の研修の現状、普及に向けての課題等を把握する

調査対象：128機関
建設マネジメント委員会及び建設技術研究委員会関係の各社・各機関
全日本建設技術協会の地方協会のある都道府県・政令指定都市
（発注者）国（地方整備局等）10 地方公共団体（都道府県・政令指定都市）66

その他発注者10
（受注者）施工会社34 コンサルタント8

調査期間： 2021年7月～8月10日（遅れて届いたものも有効としました）

調査方法：調査票を郵送又はメール送信

回収状況：88/128（回収率68.75％） 発注者61 受注者27



問１：あなたの所属組織における建設マネジメント力育成に関する方針と取り組み状況について最もあてはまるものを
１つお選びください。

※｢建設マネジメント力｣と称していなくても、同旨類似のものであれば、建設マネジメント力とお考えいただいてご回答ください。

n=88



問１（発注者・受注者別）



問2：「建設マネジメント力の育成の取り組みを実施している｣とお答えの方にお尋ねします。実施されている取り組みで
あてはまるものを全てお選びください。（所属機関の中の一部で行われている取り組みであっても構いません。）

n=67



問３：あなたの所属組織ではケースメソッドを実施していますか。
（建設マネジメント力の育成を目的としたものだけでなく幅広い分野の能力開発のためのケースメソッドを対象にしています。）



問3（発注者・受注者別）



問４：あなたの所属組織で取組まれているケースメソッドの内容（テーマ）はどのような分野でしょうか。
あてはまるものを全てお選び下さい。

n=40



問４（発注者）

n=25



問４（受注者）

n=15



問５：取組まれているケースメソッドの具体的内容（テーマ）について、差し支えない範囲で結構ですのでご記入ください。
（複数ある場合は、代表的なものをご記入ください。）

（発注者）



問５（続き）

（発注者）



問５（続き）

（受注者）



問５（続き）

（受注者）



問６：教材となるケースはどのように作成していますか。あてはまるものを全てお選びください。

n=40



問7：研修講師は誰が行っていますか。あてはまるものを全てお選びください

n=40

外部講師（どのような方ですか。具体的にご記入ください）
〇 マネジメントコンサルの講師。コンプライアンスは弁護士。（施工会社）
〇 顧問弁護士（コンプライアンスに関して）（施工会社）
〇 （一社）日本経営協会（地方公共団体）
〇 警察職員（地方公共団体）
〇 外部コンサルタントの講師（施工会社）
〇 研修コンサルタント（施工会社）
〇 研修会社から有償で派遣された方（施工会社）
〇 各自のトラブル対応（品質、原価等）を題材に外部講師主導のもと、ロールプレイングにて実施（施工会社）
〇 大学教授（その他発注者）
〇 （公財）ひょうご震災記念２１世紀研究機構（地方公共団体）
〇 災害対応の分野では、地方気象台、防衛省（自衛隊）、全国防災協会等（国）
〇 土木学会建設ケースメソッド普及小委員会委員（国）
〇 (公社)土木学会 建設マネジメント委員会（国）
〇 建設コンサルタント協会等（国）



問８：ケースメソッド導入に対する評価と今後の方針について、最もあてはまるものを１つお選びください。

n=40



問９：前問でお答えいただいた評価と方針に関し、拡大の場合の方向性、現状維持・縮小の判断に至った理由を具体的
にご記入ください。

（拡大）



問9（続き）

（現状維持）



問9（続き）

（現状維持）



問9（続き）

（今後の継続的実施は未定）



問10：問３で「ケースメソッドを実施していない」と答えた方にお尋ねします。
ケースメソッドの導入に向けた検討は行っていますか。最もあてはまるものをお選びください。



問11：マネジメント力育成のためには、どのような方策が必要だと思いますか。あてはまると思われるものを全てお選びください

n=88



問12：あなたはケースメソッドという手法をご存知でしたか。あてはまるものを１つお選びください。

n=61n=88 n=27



問12 （「知っていた（上記以外）」知ったきっかけは何だったか具体的にご記入ください。）



問13：あなたがケースメソッドの手法を活用することで実践対応力の育成に効果的と考えられる事象について、
あてはまるものを全てお選びください。

n=88



問13（発注者・受注者別）
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前例のない、経験のない取り組みへの挑戦

組織内の問題、トラブル（上司部下間、対人問題など）への対応

工程管理、コスト管理に係る課題発生時の対応

コンプライアンス、倫理に関する課題への対応

対外交渉(地元協議・用地交渉や他機関との調整など)で発生した課題への対応

自然災害発生時の対応

事故・想定外事象発生時の対応

品質問題（設計・施工ミス、品質不良など）発生時の対応

発注者 n=61

受注者 n=27



問14：建設ケースメソッドのさらなる普及を進めていくためにはどのような取り組みが効果的と思いますか。
あてはまるものを全てお選びください。

n=88



問15：建設ケースメソッドに関し、あるいは建設ケースメソッド普及小委員会の活動に対し、
ご意見、ご提案等ございましたら、何でも構いませんのでご自由にご記入ください

（発注者）



問15（続き）

（発注者）



問15（続き）

（発注者）



問15（続き）

（発注者）



問15（続き）

（受注者）



問15（続き）

（受注者）



アンケート調査に回答いただいた皆様、調査に協力いただいた皆様に感謝いたします。


